
エ
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

オ
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

（
削
る
）

カ
ナ
ミ
ビ
ア







（
削
る
）

キ
ニ
カ
ラ
グ
ア








オ
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア

ク
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア

カ
パ
キ
ス
タ
ン

ケ
パ
キ
ス
タ
ン

キ
バ
ヌ
ア
ツ

コ
バ
ヌ
ア
ツ

ク
ボ
ツ
ワ
ナ

サ
ボ
ツ
ワ
ナ

ケ
モ
ー
リ
シ
ャ
ス

シ
モ
ー
リ
シ
ャ
ス


～

（
略
）


～

（
略
）

２
・
３
（
略
）

２
・
３
（
略
）

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報

外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
介
護
分
野
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
告
示
で
定
め
る
基
準
等

（
育
成
就
労
の
内
容
の
基
準
）

第
一
条

介
護
分
野
に
係
る
外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
以
下
「
規
則
」
と
い
う
。）第
十
三
条
第
二
項
第
九
号
の
告
示
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

育
成
就
労
外
国
人
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
日
本
語
を
理
解
し
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
準
の
日
本
語
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
試
験
そ
の
他
の
評
価
方
法
に
よ
り
証
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

二

育
成
就
労
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
期
間
（
外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
九
号
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
二
条
第
三
号
イ
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。）

第
九
条
の
三
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
法
第
八
条
の
六
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
育
成
就
労
計
画
に
基
づ
く
育
成
就
労
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
育
成
就
労
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
定
の
後
に
育
成
就
労
の
対
象
と
な
っ
て

い
た
期
間
）
の
合
計
が
一
年
に
達
し
た
日
か
ら
育
成
就
労
の
終
了
日
ま
で
の
間
、
育
成
就
労
外
国
人
が
次
の
イ
及
び
ロ
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
育
成
就
労
外
国
人
に
つ
い
て
、
自
立
し
て
日
本
語
を
理
解
し
、
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
水
準
の
日
本
語
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
試
験
そ
の
他
の
評
価
方
法
に
よ
り
証
明
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

イ

自
立
し
て
日
本
語
を
理
解
し
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
準
の
日
本
語
能
力
を
修
得
す
る
た
め
に
日
本
語
を
継
続
的
に
学
ぶ
意
思
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
。

ロ

育
成
就
労
を
行
わ
せ
る
事
業
所
に
お
い
て
、
自
立
し
て
日
本
語
を
理
解
し
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
準
の
日
本
語
能
力
を
修
得
す
る
た
め
に
必
要
な
日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
。

三

入
国
後
講
習
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

規
則
第
十
三
条
第
二
項
第
七
号
ロ

に
掲
げ
る
科
目
（
以
下
こ
の
イ
に
お
い
て
「
日
本
語
科
目
」
と
い
う
。）が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

講
義
の
総
時
間
数
が
二
百
四
十
時
間
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
別
表
第
一
の
中
欄
に
掲
げ
る
教
育
内
容
に
つ
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
数
を
標
準
と
し
て
講
義
が
行
わ
れ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
育
成
就
労
外
国
人
が
入
国
前

講
習
に
お
い
て
日
本
語
科
目
の
講
義
を
受
講
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
入
国
前
講
習
に
お
い
て
当
該
育
成
就
労
外
国
人
が
受
講
し
た
日
本
語
科
目
の
講
義
の
教
育
内
容
及
び
時
間
数
に
応
じ
て
、
入
国
後
講
習
に
お
け
る
日
本
語
科
目

の
講
義
の
時
間
数
の
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
か
か
わ
ら
ず
、
育
成
就
労
外
国
人
に
つ
い
て
、
自
立
し
て
日
本
語
を
理
解
し
、使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
準
の
日
本
語
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
試
験
そ
の
他
の
評
価
方
法
に
よ
り
証
明
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

講
義
の
総
時
間
数
が
八
十
時
間
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
別
表
第
二
の
中
欄
に
掲
げ
る
教
育
内
容
に
つ
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
数
を
標
準
と
し
て
講
義
が
行
わ
れ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
育
成
就
労
外
国
人
が
入
国
前
講

習
に
お
い
て
日
本
語
科
目
の
講
義
を
受
講
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
入
国
前
講
習
に
お
い
て
当
該
育
成
就
労
外
国
人
が
受
講
し
た
日
本
語
科
目
の
講
義
の
教
育
内
容
及
び
時
間
数
に
応
じ
て
、
入
国
後
講
習
に
お
け
る
日
本
語
科
目
の

講
義
の
時
間
数
の
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
に
基
づ
く
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）又
は
大
学
院
に
お
い
て
日
本
語
教
育
に
関
す
る
課
程
を
修
め
て
当
該
大
学
を
卒
業
し
、
又
は
当
該
大
学
院
の
課
程
を
修
了
し
た
者
そ
の

他
こ
れ
と
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
よ
り
講
義
が
行
わ
れ
る
こ
と
。

ロ

規
則
第
十
三
条
第
二
項
第
七
号
ロ

に
掲
げ
る
科
目
（
以
下
こ
の
ロ
に
お
い
て
「
技
能
の
修
得
に
資
す
る
知
識
の
科
目
」
と
い
う
。）が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

教
育
内
容
及
び
時
間
数
が
別
表
第
三
に
定
め
る
も
の
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
育
成
就
労
外
国
人
が
入
国
前
講
習
に
お
い
て
技
能
の
修
得
に
資
す
る
知
識
の
科
目
の
講
義
を
受
講
し
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
入
国
前
講
習
に
お

い
て
当
該
育
成
就
労
外
国
人
が
受
講
し
た
技
能
の
修
得
に
資
す
る
知
識
の
科
目
の
講
義
の
教
育
内
容
及
び
時
間
数
に
応
じ
て
、
入
国
後
講
習
に
お
け
る
技
能
の
修
得
に
資
す
る
知
識
の
科
目
の
講
義
の
時
間
数
の
一
部
を
免
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
第
四
十
条
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
規
定
す
る
学
校
又
は
養
成
施
設
の
教
員
と
し
て
、
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学
校
指
定
規
則
（
平
成
二
十
年

文
部
科
学
省

厚
生
労
働
省
令
第
二
号
）
別
表
第
四
の
介
護
の
領
域
又
は
社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
指
定
規
則
（
昭
和
六
十
二
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
別
表
第
四
の
介
護
の
領
域
に
区
分
さ
れ
る
教
育
内
容
に
関
し
て
講
義
し
た
経
験
を

有
す
る
者
そ
の
他
こ
れ
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
よ
り
講
義
が
行
わ
れ
る
こ
と
。

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
五
十
六
号

外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
七
年
法

務

省

厚
生
労
働
省
令
第
四
号
）
第
十
三
条
第
二
項
第
九
号
、
第
十
五
条
第
一
項
第
十
三
号
、
同
条
第
二
項
第
二
号
、第
十
九
条
第
三
項
、

第
四
十
四
条
第
二
項
及
び
第
六
十
七
条
第
二
十
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正
な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国
人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
介
護
分
野
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
告
示
で
定
め
る
基

準
等
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎


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